　
2012.1「望みの種子は二万年後に１　」♪

　　　　　　　　　　紹介ブログ　

そろそろ火葬場に向かいます！！
「母さん、母さんの診断ではどうかしら？　おれは、もう、火葬場に向かって歩きださなければならないようです。自分の命は、自分が一番よくわかると母さんは言ったでしょう！」

「克、道の向こうに、どっかりと地平線が見えているかしら？　何時かみたいに、るいるいとした死体でつくられた地平線が‥‥」
「さあ？」

「そう、なら、聞きましょうか。こんなに静かでは心細いから、音を最大にしてくれますか！」
おれは立ちくらみして、肩でラジオのスイッチを入れる。

「ーーー重ねて申し上げます。全力をあげて死体埋葬活動は行っておりますが、何分にも人手が足りません。重病者で、もうすぐ駄目だと感じた方は、出来るだけ死亡予想時刻、五分前迄には、火葬場に到着するよう、お願い致します‥‥‥」

戸棚のガラスに写るバラ色の空から、おれのほの白い影が、この世のものでない足つきでくる。濡れたタオルを頭において外にでる。

この町の何万軒ものバラックから、心中のための毒薬を飲み干した後のように、枕を並べ、病みつかれてやせ細ると、人々は、軽々と線香の煙のように立ち上がり、半死者になって、ふらりふらり合同火葬場に向かって行進していく――――

やはり、あのオガクズのようなものは、細菌兵器だったのです。ゼリーの中で細菌が大増殖をし、人々にとりついて‥‥。何時からこんな柔らかい戦争を人類は戦うようになったのでしょう。

「望みの種子は二万年後に」は始めから波乱を予感させます。克は、死のブランコにのって、連れていかれては、また、送り返される動きを続け、死者の層から脱出するためのすさまじい痙攣をしながら叫びます。

――――「おおい、みんな、死の仮面をつけるなんて、危険すぎるよ。冗談だろう！！　ただちょっと見に来ただけじゃないか！！」
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　　　続）そろそろ火葬場に向かいます！！
「母さん、母さんの診断ではどうかしら？　おれは、もう、火葬場に向かって歩きださなならないようです。自分の命は、自分が一番よくわかると母さんは言ったでしょう！」―――――

―――――「望みの種子は二万年後に１」の紹介タイトルです。ブログをお休みした間にアクセスしていただきましたので、この作品の主人公、克の母について、ご紹介してみましょう。

わたしの、わかっているのは、克の母はもと教師だった、克は父を知らない、克の母は自由でユニークな人物として、この作品を支えているということ。克は母をおいて友達の宏や、サンと共に酒呑地に逃れますが、その後も、母を捜して彷徨うことになります。

では、ここで、ユニークな母親の言葉のいくつかをご紹介してみましょう。

―――――「火葬場に自分からいく病人など、何処にいますか。これ以上この国の衛生状態など、悪くなりっこありませんよ。わたしたちの死骸は、腐ると白骨になります、白骨は何時だって臭気も汚水も出さないんですよ。皮膚のぼろをぶらさげて、ぞろぞろと放射能の瓦礫を歩いていた、お化けの人間集
団という大戦争のすごさとも違いますもの。二人で妙な横着さで、ここに寝ていながら、こんなニュースを聞いていることです。ここに寝たまま死んでしまうのです。徴兵礼状をもらって、戦場に死ににいくやり方を、火葬場にまで適用して、生きているうちに、死に向かって行進せよ、などとの命令。わた
しは絶対服従しません。この期に及んで、何で社会国家に奉仕するものですか、国が何を護ってくれたというんです。もっとも、為政者に迷惑のかかる死に方があるまいかと、思案する、そんな労力だって惜しいことですよ」

俺はベッドに寝て静かに目を閉じる。

「克！　あまり縮んで寝ていてはいけませんよ。大きくゆったりと大の字になって、ベッドの上で、せめて、ぬくぬくと安楽に死にましょうね。わたしは克がそばにいてくれるだけで、満足なんですから」
―――――

「あの大戦争の終わったとき、お前のお祖父さんやお祖母さんや、叔母さんたちは、これで、もう、戦争は終わった。二度と戦争は起きないと信じたんですよ。でも、人間が理性的に成長するなど、夢にすぎなかったんですね。若い人は経験がないから、こんなことなどあり得るものではないなんて思い、な
べて普通にやっていれば、人生にどっかと腰をすえていれば、少しは故障があっても、なんとか生きられると思って、たかをくくって来たに違いありません‥‥」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

――――安楽に大の字だなんて、母さんはよくなったのかもしれないな。俺の体のなかで、命の引き算が手早くやってのけられている。母は不思議に泣き言を言わない。大きく目は見開いてはいるが、おだやかで、本能的な死へのもがきすらない――――

こんな風に理屈っぽいときも、自由に飛んでみせるときもありますが、あの世からだって、送信しつづける存在なんですよ。こんな風にこの親子は、ふんわりとした絆でむすばれているようです。

―――――――――――２０１０．１１．４――――Ａｍ８．３０―――エンマ
シュッシュ、シュッテン、嘘つき放題、生き放題、ここは天国、酒呑国！！
ーーーー遊び放題、読み放題。働き放題、寝放題、ティン、テン。酒呑み放題、食べ放題、シュッシュ、シュッテン。ここは天国、酒呑国！！

次々に大盃が呑み干され、盃が楽器のように掻き鳴らされます。童子さまを囲んで、鬼達が舞い踊ります。

長編「望みの種子は二万年後に！！」１部、２部の登録が、完了しました。これは、壮大なイメージ小説です。

――――戦後の焼け跡に企業の毒々しい看板がきのこのように林立したころ、おがくずのようなものが街をおおい、ロープのような雨がすぎると、バラックから、人々は火葬場にむかって、線香の煙のように、ただよっていきます。おれは、ただそれを見に行くだけなんだ、みんなも、ただちょっと、見に行くだけなのか？　なら安心だ。みんな仲間じゃないか。前にたれ下がってくる髪をはらうと、目が晴れ
て、うす青い車がぶよぶよ動いていくのが見える。それをよけようとする人々が、一本の綱で繋がれていたという形で、一度に転倒ｙしてしまう。そして、そのまま、水から引き上げられたクラゲのようにべったりとして眠ってしまう。よく見れば倒れている全部が死体なのだ。雲が泳いでいる、ここは死者から成る忘却の地層。

こんがらがり、一部でひきつって、一部で無力な俺は、死者の層から脱出するすさまじい、けいれんをしている――――――――

――――――やがて、克とサンと、宏とノブは、生きるために、サンの故郷、酒呑地をめざします。
小石の入ったかんがらが打ち鳴らされ、客人を歓迎して、クラリネットが鳴りひびきます。鬼面の人たちは大盃を傾け、何時までも何時までも、舞い踊ります――――

　この理想郷に次々と生きのびた若者たちが、入り込んできます。若者達は、この老人国で、体と心をいやし、子孫を夢見たのでしょうか‥‥。

サンが妊娠したとき、克は母を捜してこの理想郷に連れ帰るために、故郷の町をめざします。

物語はサンの祖先、酒呑童子伝説をはらんで、複雑にからみあっていきます。乞うご期待！！


―――――――――――――２０１０．９．１５――――ｐｍ８―――エンマ
